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平成 25 年 12 月 11 日 

各      位 

会 社 名 ア ゼ ア ス 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 沼 尻 俊 一 

（コード番号：３１６１ 東証第二部） 

問 合 せ 先 取締役執行役員管理本部長

兼経理部部長 

羽 場 恒 彦 

（TEL. 03-3865-1311） 

 

株式の取得（子会社化）及び第三者割当による自己株式の処分に関するお知らせ 

 

当社は、平成 25年 12 月 11 日開催の取締役会において、以下のとおり、丸幸株式会社の株式を取得し、子

会社化すること、並びに第三者割当による自己株式の処分について決議いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

一、株式取得の概要 

１． 株式取得の理由 

当社グループは現在、防護服・環境資機材事業、たたみ資材事業、アパレル資材事業を主な事業として

展開しております。丸幸株式会社はアパレル資材事業を業としており、同社の株式取得により、アパレル

資材事業については、重複取引先も少なく、補完関係にあり今後、販売力、調達力、海外案件対応に強み

を発揮し、一層の収益体質強化を図って参ります。また、同社が保有する物流倉庫について、アパレル資

材事業に限らず、防護服・環境資機材事業等を含めたグループ全体の物流の見直しを行い、事業の効率化

を図って参ります。 

２． 異動する子会社（丸幸株式会社）の概要 

（１）名称 丸幸株式会社 

（２）所在地 群馬県太田市清原町 5-11（登記上：桐生市元宿町 9-40） 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 澤田匡宏 

（４）事業内容 ユニフォーム、スポーツ、カジュアル用衣料素材・副資材の企画・販売 

（５）資本金 24 百万円 

（６）設立年月日 昭和 39年 3 月 31日 

（７）大株主及び持株比率 澤田匡宏 30.3％、澤田幸江 32.5％、株式会社リープ 21.8％他親族で合計 100％ 

（８）上場会社と当該会社

との間の関係 

資本関係 当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありません。 

人的関係 当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありません。 

取引関係 当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありません。 
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（９）当該会社の最近 3年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 23年 1 月期 平成 24年 1 月期 平成 25年 1 月期 

純  資  産 883百万円 729百万円 278百万円 

総  資  産 1,546 百万円 1,627 百万円 1,204 百万円 

1 株当たり純資産 18,397.00 円 22,782.22 円 8,699.15 円 

売  上  高 1,960 百万円 1,970 百万円 1,513 百万円 

営 業 利 益 6 百万円 44 百万円 4 百万円 

経 常 利 益 11 百万円 47 百万円 8 百万円 

当 期 純 利 益 9 百万円 0 百万円 7 百万円 

1 株当たり当期純利益 190.26 円 13.65 円 229.43 円 

1 株当たり配当金 0 円 0 円 0 円 

３． 株式取得の相手方の概要 

（１）氏名 ①澤田匡宏（持株比率 30.3％） ②澤田幸江（同 32.5％） 他親族 

（２）住所 ①②群馬県桐生市 

（３）上場会社と 

当該個人の関係 

当社と当該個人（その近親者、当該個人及びその近親者が過半数所有してい

る会社等並びにその子会社を含む。）との間には、記載すべき資本関係・人的

関係・取引関係はありません。また、当社の関係者及び関係会社と当該個人

並びに当該個人の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係・人的

関係・取引関係はありません。 

 

（１）名称 株式会社リープ（持株比率 21.8％） 

（２）所在地 群馬県桐生市元宿町９番 40 号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 澤田匡宏 

（４）事業内容 キルティング加工品の製造・販売 

（５）資本金 10 百万円 

（６）設立年月日 昭和 63年 11月 18 日 

（７）純資産 63 百万円 

（８）総資産 95 百万円 

（９）大株主及び持株比率 澤田匡宏 50.0％、澤田幸江 50.0％ 

（10）上場会社と 

   当該会社の関係 

資本関係 当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。 

人的関係 当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。 

取引関係 当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、当

該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には該当

しません。 
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４． 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１）異動前の所有株式数 0 株（議決権所有割合：― ％） 

（２）取得株式数 32,000 株（議決権所有割合：100.0％） 

（３）取得価額 丸幸株式会社の普通株式      175百万円※ 

アドバイザリー費用等（概算額）   2百万円 

合計（概算額）          177百万円 

（４）異動後の所有株式数 32,000 株（議決権所有割合：100.0％） 

※丸幸株式会社普通株式の評価に当たっては、純資産価額方式によって算定した価額を参考に決定しました。 

５． 日程 

（１）取締役会決議 平成 25年 12月 11 日 

（２）契約締結日 平成 25年 12月 18 日（予定） 

（３）株式譲渡実行日 平成 26年 2 月 3日（予定） 

６． 今後の見通し 

本件による平成26年4月期における当社連結業績に与える影響は軽微であると見込まれます。 

 

二、第三者割当による自己株式処分の概要 

 

１． 処分要領 

（１）処分期日 平成26年2月4日 

（２）処分株式数 当社普通株式150,000株 

（３）処分価額 1株につき421円 

（４）資金調達の額 63,150,000円 

（５）募集又は処分方法 

   （処分予定先） 

第三者割当による処分 

澤田 匡宏 

（６）その他 該当事項はありません。 

 

２． 処分の目的及び理由 

当社は、前記「一、１．株式取得の理由」に記載のとおり、丸幸株式会社の株式を取得します。それと併

せて同社の代表取締役社長の澤田匡宏氏が当社株式を保有し、当社執行役員として勤務することにより、株

式取得後も当社グループの事業の進展に取組むことが期待され、当社企業価値の向上に資するとともに、今

般の資金調達により資金の効率化に繋がるものと考えております。 

 

３． 調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１） 調達する資金の額 

① 払込金額の総額  63,150,000円 

② 発行諸費用の概算額 ―  

③ 差引手取概算額 63,150,000円 

（２） 調達する資金の具体的な使途 

具体的な使途 金 額 支出予定時期 

運転資金 63百万円 平成26年2月 

※調達資金を実際に支出するまでは、銀行口座にて管理いたします。 
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４． 資金使途の合理性に関する考え方 

現状予定される投資案件もなく、経常的な運転資金に充当することにより、資金の効率化が図られるため、

当該資金使途には合理性があると判断しております。 

 

５． 処分条件等の合理性 

（１） 処分価額の算定根拠 

  処分価額につきましては、最近の株価推移に鑑み、恣意性を排除した価額とするため当該処分に係る取

締役会決議の直前3か月間（平成25年９月11日から平成25年12月10日まで）の東京証券取引所における当

社株式の終値の平均値を採用することにいたしました。その理由は、平成25年11月29日の平成26年４月期

第２四半期決算に係る業績予想の修正発表後の株価を含んでいること、また、特定の一時点を基準にする

より、一定期間の平均株価という平準化された値を採用する方が、一時的な株価変動の影響など特殊要因

を排除でき、算定根拠として客観性が高く合理的なものであると判断したためです。 

  また、当該価額は、当該処分に係る取締役会決議前日（平成25年12月10日）の東京証券取引所における

当社株式の終値である408円に対するプレミアム率は3.19％、同直前１か月間の東京証券取引所における

当社株式の終値の平均値である411円（円未満切捨て）に対するプレミアム率2.43％、６か月間の終値平

均値404円に対するプレミアム率は4.21％であります。上記の平均値及び処分価額との差額割合を勘案し

た結果、今回の自己株式処分に係る処分価額は、特に有利な価額とはいえず、合理的なものと判断してお

ります。 

  なお、上記処分価額につきましては、当社の監査役全員（３名、うち２名は社外監査役）が、特に有利

な処分価額には該当しない旨の意見を表明しております。 

（２） 処分数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

  第三者割当により処分される自己株式は150,000株であり、これは平成25年10月31日現在の当社発行済

株式総数6,085,401株に対し2.46％（希薄化率は2.54％、平成25年10月31日現在の当社議決権個数59,098

個に、本件割当により生じる1,500個の議決権を加えた60,598個の議決権に対し2.48％）に相当します。

したがって、本自己株式の処分は、既存株主様の持株比率は変わりませんが、議決権比率及び1株当たり

の純資産額を低下させる一定の希薄化を伴います。 

  しかしながら、前述のとおり、本自己株式の処分は、丸幸株式会社の株式取得に伴うものであり、同社

の代表取締役が、当社の株式を保有することにより、子会社化後も引続き当社グループの一層の収益体質

強化、事業の効率化に取組んでもらうことを期待するものであり、当社の今後の事業戦略上も非常に有効

なものと考えられます。 

  以上より、当社といたしましては、本自己株式の処分は、企業価値、株主価値の向上に寄与するものと

見込まれ、既存株主の利益にも資するものと判断しており、今回の処分数量及び株式の希薄化規模は合理

的であると考えております。 

 

６． 処分予定先の選定理由等 

（１） 処分予定先の概要 

① 氏名 澤田匡宏 

② 住所 群馬県桐生市 

③ 職業の内容 会社役員 

④ 上場会社と 

当該個人の関係 

当社と当該個人（その近親者、当該個人及びその近親者が過半数所有してい

る会社等並びにその子会社を含む。）との間には、記載すべき資本関係・人的

関係・取引関係はありません。また、当社の関係者及び関係会社と当該個人
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並びに当該個人の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係・人的

関係・取引関係はありません。 

※なお、当社は、面談及び信用調査の方法により、処分予定先が暴力団等とは一切関係がないことを確認し

ており、その旨の確認書を株式会社東京証券取引所に提出しています。 

 

（２） 処分予定先を選定した理由 

  前記「一、１．株式取得の理由」に記載のとおり、丸幸株式会社の株式取得により一層の収益体質の強

化を図る予定です。丸幸株式会社の現在の代表取締役社長である澤田匡宏氏には、当社株式の保有をする

ことにより引続き当社グループの事業の進展に執行役員として取組んでもらうべく、処分予定先として選

定いたしました。 

 

（３） 処分予定先の保有方針 

  処分予定先である澤田匡宏氏とは、保有方針に関して特段の取り決めはありませんが、当社の執行役員

として当社の株式を保有する方針であるとのことです。 

  なお、当社は、割当予定先から、割当予定先が払込期日から２年以内に本件第三者割当により割当され

る当社普通株式の全部又は一部を譲渡した場合には、その内容を当社に対し書面により報告すること、当

社が当該報告内容を株式会社東京証券取引所に報告すること、並びに当該報告内容が公衆の縦覧に供され

ることに同意することにつき、確約書を取得する予定です。 

 

（４） 処分予定先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

  処分予定先である澤田匡宏氏より、本自己株式の取得を行うために必要となる資金を有していることに

ついて表明及び保証する旨を契約書に記載の上、締結予定であります。 

また、当社は、澤田匡宏氏が、今回の株式取得に係る売却代金及び役員退職金等により、当社株式の取

得に係る払込みを行うことが十分に可能である資金を保有していることを確認しております。 

これにより、当社は割当予定先が本自己株式の処分価額総額の払込みに要する資金を有しているものと

判断いたしました。 

 

７． 処分後の大株主及び持株比率 

処分前（平成25年10月31日現在） 処 分 後 

鈴木 裕生 9.28％ 鈴木 裕生 9.28％ 

アゼアス従業員持株会 3.32％ アゼアス従業員持株会 3.32％ 

渡邉 雄次郎 2.96％ 渡邉 雄次郎 2.96％ 

㈱三井住友銀行 2.05％ 澤田 匡宏 2.46％ 

㈱広島銀行 2.05％ ㈱三井住友銀行 2.05％ 

上田 英彦 2.05％ ㈱広島銀行 2.05％ 

倉敷繊維加工㈱ 1.64％ 上田 英彦 2.05％ 

須藤 素子 1.49％ 倉敷繊維加工㈱ 1.64％ 

古玉 賀一 1.40％ 須藤 素子 1.49％ 

岡崎 榮一 1.36％ 古玉 賀一 1.40％ 

 （注）１ 持株比率は、発行済株式総数に対する所有株式数の割合を表示単位未満の端数の小数点以下第3

位を四捨五入して表示しております。 

    ２ 当社は、平成25年10月31日現在で自己株式171,796株を保有しておりますが、上記大株主からは
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除外しております。 

    ３ 平成25年10月31日現在の株主名簿を基準として記載をしております。 

   

８． 今後の見通し 

前記「一、６．今後の見通し」に記載のとおりであります。 

 

９． 企業行動規範上の手続きに関する事項 

本件第三者割当は、①希薄化率が25％未満であること、②支配株主の異動を伴うものでないこと（新株 

予約権又は取得請求権すべてが権利行使された場合であっても、支配株主の異動が見込まれるものではない

こと）から、東京証券取引所の定める上場規程第４３２条に定める独立第三者からの意見入手及び株主の意

思確認手続きは要しません。 

 

10. 最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）最近３年間の業績（連結） 

 平成 23年４月期 平成 24年４月期 平成 25年４月期 

連結売上高 9,976 百万円 10,874 百万円 8,636 百万円 

連結営業利益 405百万円 515百万円 129百万円 

連結経常利益 406百万円 518百万円 113百万円 

連結当期純利益 229百万円 269百万円 39 百万円 

１株当たり連結当期純利益 39.18 円 45.75 円 6.68円 

１株当たり配当金 14 円 17 円 17 円 

１株当たり連結純資産 843.47 円 869.50 円 872.52 円 

 

（２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況（平成25年10月31日現在） 

 株 式 数 発行済株式数に対する比率 

発 行 済 株 式 数 6,085,401 株 100％ 

現時点の転換価額（行使価額）に 

お け る 潜 在 株 式 数 
―株 ―％ 

下限値の転換価額（行使価額）に 

お け る 潜 在 株 式 数 
―株 ―％ 

上限値の転換価額（行使価額）に 

お け る 潜 在 株 式 数 
―株 ―％ 

 

（３）最近の株価の状況 

①最近３年間の状況 

 平成 23年４月期 平成 24年４月期 平成 25年４月期 

始  値 446円 582円 555円 

高  値 600円 1,343 円 ※630 円 

安  値 291円 435円 ※330 円 

終  値 592円 556円 ※482 円 

※印は東京証券取引所市場第二部、無印は大阪証券取引所JASDAQ（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）における株価です。 
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②最近６か月の状況 

 平成 25年 

６月 
７月 ８月 ９月 10 月 11 月 

始  値 422円 354円 369円 412円 435円 426円 

高  値 426円 386円 458円 478円 437円 428円 

安  値 320円 352円 366円 406円 391円 401円 

終  値 359円 368円 406円 433円 423円 420円 

 

③発行決議日前営業日における株価 

 平成 25年 12月 10 日 

始  値 407円 

高  値 409円 

安  値 405円 

終  値 408円 

 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

   該当事項はありません。 

 

11. 処分要項 

（１）募集株式の数    150,000株 

（２）処分価額      １株につき421円 

（３）処分価額総額    63,150,000円 

（４）払込期日      平成26年２月４日 

（５）割当方法      第三者割当 

（６）割当先       澤田匡宏 

 

以  上      


